
令和 2 年 3 月 26 日 

2020-4 月の国際評価に係る変更点 
 
管理形質（気質・搾乳性）のモデル変更と国際評価への参加 
 2020-4 月の国際評価より管理形質の遺伝的能力評価（遺伝評価）モデルの変更を行っ

た上で、2020-4 月から国際評価に参加します。国際評価に参加することで、多くの海外

種雄牛について管理形質の遺伝評価値が判明するとともに、それら海外種雄牛の遺伝評

価値を管理形質のゲノミック評価に利用することにより、国内のゲノミック評価の精度

向上が期待されます。 

 
管理形質の遺伝評価は、これまでサイア&MGS モデル（注 1）で評価を行ってきまし

たが、ゲノミック評価を効率的に行うことを目的としてアニマルモデル（注 2）に変更

します。海外種雄牛の管理形質は、これまで国内評価で求めた国内娘牛記録を持つ海外

種雄牛についてのみ評価値を掲載してきましたが、モデル変更後は国内娘牛記録の有無

に関わらずインターブルにより公表された国際評価値が公表されます。この変更に伴い

これまで公表してきた海外種雄牛の管理形質の評価値が変動しますが、序列が大きく変

わる変動ではありません（図参照）。 
なお、雌牛についても管理形質の評価値が 2020-8 月評価から公表されます。また、

SNP を持つ個体について後代検定済種雄牛・経産牛は GEBV、若雄牛・未経産牛は GPI
によるゲノミック評価値の公表を 2020-8 月評価から開始する予定です。 

 
（注 1）サイア&MGS モデル ：種雄牛と母方祖父間の血縁関係を考慮したモデル 

 （注 2）アニマルモデル  ：すべての個体間の血縁関係を考慮したモデル 
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図 10 牛群 15 頭以上の娘牛記録を持つ海外種雄牛の新モデルと従来モデル間の変動（気質 861 頭、 

搾乳性 870 頭） 
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